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に
戦
叫
が
あ
り
、
例
と
し
て
行
政
、

一
ム
〆
シ
二
ア

-L江
{
口
)

の
戦
川
九
J
4
苧

了
つ
九
る
ご
呂
町
計
、

l
u
-
-
J
3
4
1
 
方

ア

コ

)

?

A

は
r
了
ぶ
担
当
、

カ
一
ア
コ
)

}

B
は
太
山
一
す
こ
人
投
資
治
{
門
司
手
予
伎
な
相
小
川
一
、
カ
フ
ゴ
!
?
じ
は
祉
制

業
教
育
免
状
栴
当
仁
ヘ
ふ
る

そ
〕
と
こ
の

7
尽
に
よ
る
カ
つ
コ
ヴ

l
い
ハ
バ
は
地
五
公
務
見
、
い
伊
療
従
事
公
待
行
ハ
て
も
条
件
は
ほ
ぼ
川
じ

cあ
る

つうンス公的川口lおける峨d採用と沈律分肝でねての義成

地
刀
公
靴
作
員
は
地
方
公
共
団
体
ご
L
P
R
Z
-
5
ょと
hFNPJ
で
叫
聞
い
て
い
る
職
員
を
指
す
υ

地
方
公
丸
田
体
の
中
に
は
地
域
開
問
、
県
庁
、

市
司
村
職
員
、
公
吉
施
設
、
公
命
主
、
公
宮
山
川
H
W
な
と
わ
P
A
r
げ
ら
れ
る
c

こ
ち
ら
に
聡
川
は
な
い
が
、
同
州
群

(nhhhb
眠、弘、号、
ph)
と

1
1
7
b
の
を
形
成
す
る
こ
の
版
事
に
は
行
政
職
、
投
枇
恥
、
ず
、
化
出
勤
職
、
人
ボ
l
f
職
、
古
判
村
登
察
、

川
崎
・
紋
急
、
地
域
担

定
氏
、
医
療
省
制
制
と
い
う
タ
J
T
が
あ
る

に
よ
り
カ
テ
ゴ
け

1
A
+

」
の
職
併
も
採
川
時
試
一
棋
の
ー
む
以
条
件

占A

じ
に
分
析
t
F
れ
る

判
、
え
ば
行
政
職
鮮
な
凶
カ
テ
ゴ
リ
ー
肝
心
に
地
l
e
A

剤
一
行
政
職
ス
パ
二
、
地
方
わ
政
股

一

B
)
、
地
J
刀
主
υ
詔

(日)、

事
務
職
(
じ
)
が
f
寸
↑
オ
る
市
町
村
歌
R
d
f
m
帆
群
に
は
市
町
村
警
察
長

A
)
、
市
町
村
塾
長
小
L
U
治
職
長

(B}
、
市
同
日
目
登
察
長

八

L 

悶
段
祝
い
い
(
じ
)
が
存
在
ゲ
る

医
療
従
事
公
務
員
は
公
的
医
療
機
関
(
公

υ
病
院
、
た
、
平
山
院
)
、

一
ホ
ム
レ
ス
収
拝
施
一
一
民
H

I

午、

公
的
社
八
h

医
僚

公
的
老
人
い
ム
与
に
勤
務
す
る
人
た
ち
で

J

久
山
山
凡
ん

五
一
吉

(
障
が
い
昔
施
設
、

仲
人
物
-
香
也
事
f
J
h
M

一
件
犯
刊
1
2守
)

主
ィ
一
投
公
務
回
目
パ
の
多
ノ
¥
1
P
作

湖
、
看
設
師
、
作
業
療
法
な
三
の
資
格
を
わ
ず
る
人
シ
け
ち
で
あ
る

J

こ
二
に
も
喰
訓
が
存

h
L
、
行
政
識
で
は
病
院
淀
長
戸

レ
む
ブ
ト
の

仁
)
、
川
門
家
資
山
崎
保
有
者
で
は
夜
ν
H
a

向

柄
涜
行
政
事
法

d

掛川

A
」
、
川
同
何
事
務
執

中也与品川十山川、官

医
者
は

(A)
、
百
品
療
法
士

日
二
栄
養
士

日
)
い
対
応
す
る
巳

L! 
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判

採
同
時
、
採
用
仙
伐
の
研
修
制
度
-
問
此
門
前
夜
に
み
る
減
量
弔
柱
、
専
門
性
教
育

'g 

予J

ワ
フ
ン
ス
に
お
け
る
公
務
只
門
川
河
川
町
は

一
タ
イ
プ
あ
り
、
以
ヘ
の
ふ
ろ
に
「
外
山
選
号
、

1

内
部
選
考
、
「
第
一
の
試
験
と
川
町
一
は

l
j
J
o
 

t-Ji 
ま
ず
外
phu選
考
は
候
利
者
長
併
を
満
た
す
、

寸
3

ベ
ー
、
の
人
物
に
閣
か
れ
た
も
の
ご
あ
る
ラ
対
J
W叫
u

b

勺
は
込
い
い
一
務
只
と
し
て
の

好
ハ
刀
を
右
ず
る
人
物
、

あ
る
い
は
間
際
機
胡
な
ど
に
努
め
じ
い
る
人
な
y
h
r
対
象
と
あ
る
ハ
そ
し
て
第
一
一
の

はい
1
2寸
か
様
々
な

分
野
じ
働
い
た
人
物
、
市
司
村
長
会
ぃ
寺
市
民
経
駁
昔
、
各
科
同
体

ド
ラ
ン
ア
J
γ

団
体
)

の
責
任
省
斗
7

が
対
象
で
あ
ん

V

り

わ

の人出品同町
v

は
そ
の
戸
慨
が
肌
の

♂
川
ト
川
イ
ヲ
る
こ
と
亡
、
あ
る
ι

同
体
引
試
吠
に
関
し
て
も
ま
た
と
常
に
慢
M
W
で
、
誌
が
式
殺
を
り
7
の
か
を
一
政
務
か
ム

2

説
開
閉
し
た
い
と
巴
う

臣
家
公
務
員
は
各
省
日
が
採
用
試
験
を
行
λ
J

つ
ま
り
μ
い
サ
た
ち
の
古
庁
、
出
先
機
関
で
採
測
を
↑
り
も
し
か
人
幾
つ
か
の
カ

テ
ゴ
リ

i
A
は
地
的
悶
行
政
学
校
の
斗
一
町
下
試
験
ふ
好
て
↓
人
字

ν
な
い
と
い
は
リ
な
い
ハ
同
字
院
修
p

d

後
は
、
各
省
ι
1
d

け
い
人
対
を
古
川
す
る

の
で
、
地
域
間
ノ
行
政
学
校
日
各
人
Y
R
斤

U
の
エ
リ
ト
公
務
一
以
空
中
札
所
と
=
い
え
よ
う
に
地
法
凶
行
政
子
校
辻
、

ι
1
(
A
が
川
川
平
で
い
う
同

家
公
務
い
一
以

I
一一将一

JZ脅
か
戎
「
る
に
い
川
し
、

い
わ
ゆ
る
い
山

H
一
軒
の
溢
キ
ヤ
リ
ア
を
ま
戒
す
る
ニ
一
u
え
る
)

ま
た
、

問
、
え
ば

匂
今
省
江
作
圧
に
河
し
て
、

特
定
の
税

H
は
省
庁
口
M

酬
の
シ

で
ι
打
わ

h

ペハる

あ
ぬ
「
問
、
ズ
ば
内
応
山
首
管
絡
の
問
視
を
葉
山
は
す
る
河
立
品
単
桝
察
シ
j

校

フ
ン
・
ぜ

7
1
ル
μ
吐
い
)

の
人
学
試
験
ャ
手
戸
ト
は
、
小
川
担

1

日
以
人
江
川
山

いい
μ
U
法
、
刑
法
、
川
訴
中
小
凶
〆

人
と
経
済
内
地
利
了
、

で
、
?
?
ノ
ン
ョ
ン
が
円
デ
討
は
，
J
J

、

定
法
、

十長

史
と
問
問
院
関
係
、

宮
司
創
刊
処
理

の
利
八
民
、
了
、
私
法

バ
肝
寺
山
パ
て
心
山
内
r
了、

数
了
と

人
事
れ
川
崎
と

九
川
冗
年
以
峰

(
し
九
法
、
公
働
法
、
九
一
引
法
)

で
あ
れ
制
。
こ
う
し
て
み
ゐ
と
、

川
同
抗
日
法
作
系
学
生
け
い
有
利
で
あ
る

f

ま
た
川
校
交
政
資
格
は
修
|

以
工
の
守
阪
を
求
め

C
い
と

三〉
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:)lii;、法学¥(i:i¥2-'128) 6別〆201:L7 I 

JJ1 
イピ



地
方
公
ぬ
員
に
悶
し
、
は
泡
方
公
務
託
研
係
七
〆
ゲ
?

(
(
リ
リ

ι百
円
ぷ
(
ミ
~
む
吋
ト
/
ヘ
N
2
5
h
h
h
k
内
」
手
当
え
さ
匂
M
H
U
N
h
b
p
(
以
内
A
A
1

の
管
轄
で
あ

)ο
人
ム
寸
た
ん
行
政
幹
J
U
被
口
一
明
修
所
(
吋
Z
問、叶

ι

「
~
E
N
F
h
h
h
J
5
2
5
叫
?
と
'
E
2
す
M12iコ言、EhhJ)

が
カ
ア
ゴ

J

A

(
地
J
H
川
上
級
打
波
紋
、
地
方
Jr
江
川
長
官

J

を、

力一
y
ゴ
ザ

i
A
、
B
、
じ
は
地
ト
灯
v
公
務
]
f

片
管
引
い
亡
、
〆

b
q
l
ス
ピ
ャ
ミ
ミ
LmvcnMhhミミnpv¥ミ

争
、
ミ
吉
川
、
h
H
U
と
と
た
~
宅
計
三
之
内
2
t
Q
P
J

な
お
、
病
治

F
1
は
回

が
一
球
市
試
滋
を
実
川
仰
す
る
。

(
布
一
務
省

「
込
探
淀
山
予
公
務
ハ
貝
は
亙
市
J
従
事
公
仲
和
日
目
げ
白
羽
セ
ン
タ

一
へ
げ
た
な
ペ
ン
ー
ー
に
ご
と
誌
へ
L
P
旬
、
ヘ
h
m
、
J
N
ミ
之
内
か
辺
、
、
ど
ご
2
2
P
J
丸
山
と
え
V
N
?
に
ご
J
"で
zEF旬、
r

つうンス公的川口lおける峨d採用と沈律分肝でねての義成

~守町、疋ここど、~ベ眠、以弘一、正之hmい
γ

ごとお弘、hyN¥令、可欠ごとと~Ekpph~hhh

や
各
χ
療
仲
間
鴻
・
拾
し
は
い
か
れ
川
柑
試
験
を
災
施
ー
一
ヲ
る
。

研
修
市
岐
は
刊
本
の
公
務
員
ー
と
内
杭
に
、
派
出
呼
研
修
二
制
打
内
修
)
レ
¥
倒
斗
々
付
出
し
て
か
ら
の
休
前
市
(
紋
杭
研
修
一
、
昇
任
問
研

修
ド
分
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
プ
一
ワ
ン
ー
で
は
、
研
修
門
的
を

一
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
レ
さ
れ
ふ

つ
司
ぺ
は
ド
ハ
ん
の
専

円
に
院
し
仁
の
ぷ
炉
格
ノ
ペ
に
あ
る

旬
、
ヌ
ば
川
叫
ん
公

2

対
員
の
行
政
帆
h
就
い
て
い
れ
ば
、

よ
り
汽
の
い
同
い
資
格
ふ
得
る
た
め
、

ト

h
f
M
h
μ

の
杭
極

分
野
に
問
オ
F
Q
U
r
修

品
川
j
H
H
治
伝
性
)
ふ
、
知
世
刊
の
州
市
計
れ
よ
パ
J
1
j
i
マ
/
ス
を
為
す
た
め
に
そ
げ
る
と
い
う
事
で
あ
る
ハ

る
rhん
n
d
H
身
、
U
身
分
、
計
近
、
情
利
り
と
、
休
帳
、
出
…
税
制
市
一
え
な
と
に
限
す
る
研
片
山
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
刊別

公
務
員
制
烹
は
没
維
で
、
h
如
、
日
常
に
ず

J

史
さ
れ
る
の
点
、
公
務
H
H
I
H
身
が
そ
の
情
射
に
触
れ
る
機
会
刀
誌
け
ら
れ
る
一
一
一
コ
ー
は
新
し
い
パ父山

分
野
に
子
育
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
明
伶
で
あ
る
、
例
ス
は
行
設
識
の
公
傍
員
九
九
J
球
埼
問
題
あ
る
い
は
介
ー
で
一
市
若
間
組
に
此
ハ
昧
を
も
ら
、
一
川9

 

刊
分
旧
日
で
の

h-門
知
識
や
攻
科
〕
よ
う
と
す
る
こ
ル
ベ
¥
研
修
を
J
一

け

る

こ

と

が

で

主

る

J

A

1

2
 

初
午
J
M
川
修
に
河
し
て
、
国
家
公
務
只
の
カ
一
フ
ゴ
〆
ん
で
合
格
し
た
人
物
は
同
地
中
崎
明
週
/
れ
政
了
抗

(
I
R
A
、
ご
初
任
者
刷
絡
を
託
け
、
内
向山手リリ日!人以

持
11 

研
修
中
は

(
パ
ス
一
一
ノ
J
γ
、

、
り
ょ
ん
p
h》

I

何
日
J
た
は
ブ
ラ
J
ス
円
五
か
山
町
に
行
転
ず
る

ソ
l
ル
、
リ
ヨ
ン
、

イ
ン

i
、
メ
ソ

川
/
、
。
併
修
終
了
後
、
そ
の
成
績
順
に
応
じ
て
町
一
凶
先
が
伏
疋
さ
れ
、
研
修
山
川
等
は
与
凶
域
間
一
川
此
，

r松
山
、
H
つ
え
れ
一
L

い
る
り

し
か
し
、
与
省
庁
が
持
定
業
務
に
就
く
何
家
公
務
員
を
詫
成
、

dn
乍
J
J
3
ワ
一
、

F
A
Y
-
i
u
 

匪
右
の
救
J
司
法
設
を
F
十
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る



判

例
え
ば
外
務
官
の
外
山
ん
行
刊
を
fi

件
、
公
ず
る
外
交
・
領
事
学
校
、
厚
生
省
の
川

2
1公
衆
衛
生
'
一
校
、

」
川
土
広
小
口
一
ハ
一
円
斗
行
問
r

J

V

及
、
内
必
古
一
糸

存
在
す
一
心
。
な
お
、
中
型
怜
部
た
る
耽
祁
、
作
J

部
悼
の
職
凶
を
養
成
す
る
日
々
警
察
J

土
地
叶
μ了
校

シ
ー
た
た
亡
、
p
h
p、

カ冶

月
ぴ〉

-Jt 
吊

守党
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Fヘ

九~恥

の
ヨ
立
心
れ
れ
い
察
、
ケ
授
が
寸
が
例
と
し
て
三
げ
ら
れ
る

河
す
司
法
也
了
村
、
は
及
川

y
u、
り
間
祭
(
円
を
-
泌
氏
し
、
寸

J
1
U
門
学
伎
は
川
務
所
所
長
、

'g 

予J

川
務
{
口
、
深
夜
斗
会
一
養
成

L
、

E
7
枇
一
頭
，
pf
は
は
料
品
祭
し
U
J付
育
成
す
る
〉

こ
こ
で
M
円
以
枇
一
夜
小
学
校
を
例
い
羊
げ
た
い
。
ま
ず
、
国
立
警
察
U
J
校
も
域

H
L
人
心
じ
て
、
明
叫
円
減
川
会
去
成
す
る
呂
J
U

付
与
を
祭

学
校
(
同
へ
と
ト
、

h
f
h
E
E
F
K
R
T
4完
E
R
P
P
M
U
C
F三
、
災
企
の
版
判
会
主
成
す
る

E
J
椛
祭
会
J

校

FM円rc
目、川ヘ
Nごと
E
F
m
p
p
u
H
N
E
V
れ
J

、
h
》

R応M
円陀ヤ

ihh
向ミ、
h

、
h爪陀W
、

F

、

ノ

し

f
u

二
'
T
末
を
も
む
、
以
斗
ロ
グ
世
量
一
二
小
学
校
九
杉

5
れ、

f 
¥ーノ

， 
T 

月
か
ら
は
警
部
、
警
部
抗
心
初

伝
一
什
仲
間
山
は

Mir-」
向
付
寸
警
日
出
件
J

伐
で
い
わ
れ
て
レ
ス
ハ
同
級
職
匝
を
形
戊
す
る
警
伺
職
匝
は
二
川
、
か
汀
の
初
ド
研
修
、

一
二
か
月
の
尖
地
附
什
昨
日
)
を
τ河
川
悦
郎
、
台
部
補
聴
匡
(
カ
テ
ゴ
リ
ー

A
)
は

一

公

r
H
戸
、
少
丹
の
講
義
、
六
か
月
の
実
地
一
む

fき

ら1)

巡
査
の
職
凶
(
カ
一
ワ
ゴ
リ

i
B
J一
は
凶

v宗
奈
川
[
f
校
で
す
か
月

一
庁
汀
手
、
法
研
修
、

こ
か
け
汀
の
北
川
表
、
川
川

長
、
ば
長
匡
峠
惰
注
培
、
山
川
片
付
則
前
去
、
刑
事
訴
訟
刊
行
政
出
、
夜
身
仙
な
と
)

〉
払
川
安
を
ポ
又
「
る

c
u
h
i
f
 

地
ん
公
務
員
に
悶

L
て
一
通
常
、
京

hd公
務
員
研
修
セ
ン
タ
が
初
任
柑
修
、
川
刊
誌
臼
研
修
を
行
、

1
1
V古
し
、

カ
テ

f
Iり
八

一

に

馬

!
級
河
川
書
館
司
川
書
の
初
任
州
修
は
ん
司
地
方
一
打
攻
幹
μ
刺
殺
員
研
修
刈
で
れ
わ
れ
る
)
全
寸

G
」

他
方
行
政
幹
部
破
口
見
研
修
所
?
引
研
伶
は
一
八
、
か
月
で
、
そ
の
内
の
一
週
間
は
河
i
J
ア
土
政
F
d

丁
院
と
九
九
片
で
論
義
・
研
伶
を
受
け
7
Q

た
ん
!
級
ノ
打
点
球
、

L
L
級

ι
斗
六
日
、

一
}
、

す
ミ

rI
療
に
手
八
ム
合
員
の
研
修
は
凶
f
i
u
U
M
J作
バ
ゴ
了
絞
で
打
わ
れ
ふ

U

病
V
M
山
花
長
は
ト
か
丹
、

病
ν
一
叫
行
政
事
誌
は
一
一
一
先

'
H
の
初
日
社
副
修

と
な
っ
て
い
る
n

こ
う
し
て
み
る
と
ブ
一
プ
ン
ス
で
は
段
公
持
員
用
長
成
川
市
川
河
、
お
疋
内
公
訪
日
目
刑
長
成
機
刈
が
小
町
立
し
、

工
リ

l

r
公
漁
民
は
技
用

山
は
倍
か
-
ノ
初
打
併
格
ノ
ま
で
他
の
公
務
民
と
位
、
な
る
し
、

そ
の
位

般
公
務
員
も
お
z
川口
V
J
杭
す
る
戦
は
、
取
堺
、
♂
戸
市
川
吋
の
力
一
「
¥
?
ワ
|



に
応
じ
た
山
林
肘
試
験
、
研
修
を
受
け
て
い
く
こ
こ
が
理
炉
で
き
も
一
う
c

で
は
こ
こ
で
、
実
際
、
法
律
向
、
門
家
と
=
わ
れ
る
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
活
凶
作
や
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
た
方
公
務
日
一
を
例
に
挙

げ
た
い
戸
川
U

う
、
孫
々
な
活
設
が
託
、
ズ
ら
れ
る
が
、
!
な
も
の
は
市
町
村
長
ヘ

加
}
践
司
設
会

、
な
さ
w
E
N
)

、
長
会

ぺ
中
勾
村

4

晴
夫

(
5
5
2
h
詰
さ
之
内
も
れ
ら

い

h
J
よ
中
打
ι

で一両川
L

ど
い
一
)
た
去
り
争
で
包
一
生
ば
れ
た
人
々
へ
の
法
律
ト
の
効

ι
、

聞
に
関
す
る
事
(
注
築
J
I
、
地
取
得
)
、
法
山
r
y
r

の
紛
争
、
公
共
訴
述
、
公
共
入
札
、
人
事
白
川
町
分
野
が
パ
十
げ
ら
れ
る
u

具
体
的

つうンス公的川口lおける峨d採用と沈律分肝でねての義成

円
、
行
一
ば
惜
察
分
野
仁
詩

L
C
一
つ
市
内
を
挙
げ
る

U

八
円
の
約

お
が

7
バ
ー
と
い
う
市
西
川
引
い
の
人

U
約
問
立
万
人
的
都
市
、

r
t
l
ル
l

ズ
で
は

γ
パ
ユ
ゲ
一
巾
U

と
す
る
い
心
背
が
ー
伐
淫
く
ま
一
じ
飲
泌
を
し
、

い
由
時
や
事
故
、

R
M
H
H
か
飲
ι見
山
戸
以
降
作
「
ん
の
生
げ
削
減
治
を
主
U
L
て
い
た

F

」
の
為
、

、
?
l
ル
1
イ
ヘ
出
日
一
乃
は
伎
に
与
え
ら
れ
て
い
る
山
政
警
察
権
限
に
基
づ
き
、
夜
間
二
蒋
以
砕
司
公
判
ま
ず
の
ア
ル

7
1
ル

飲
料
販
売
で
止
と
パ

i
-
一
ア
{
ス
コ
の
り
げ
莱
時
間
を
制
限
す
る
条
例
を
制
定
し
た
わ
レ
」
抗
、
作
業
制
限
を
受
け
る
ト
完
布
、
放
食
芸
者

は
こ
の
長
例
を
だ
小
限
ー
と
1

〆
午
、
行
収
一
評
誌
を
起
一

7
J
F
~

こ
の
よ
、
ー
な
民
的
紛
争
に
対
L

、
市
役
所
の
ノ
マ
以
警
察
杭
υ
」
郊
阿
い
は
長
測
が
民

立
ず
る
刊
か
ら
川
民
、
ハ
d
t

ん
中
川
奨
丹
、
放
良
川
市
w
告
と
タ
ワ
ン
、
、
7
i
子
イ
ン
ク
ふ
市
仁
川
村
ふ
た
一
ず
円
、
訴
訟
巨
流
、

ム
ア
作
上
の
悶
也
ト
ハ
一
を
和
会

}

J

、
rdruJ品
目
一
一
相
一
芯
}

J

な
が
ら
検
討
や
加
λ
る

J

そ
し
て
提
訴
後
は
/
付
政
及
松
川
で
の
J
記
入
戦
時
を
弁
誌
と
H
ハ
に
糾
乙
y

い
、
つ
二

と
に
な
る

間
半
止
円
法
仲
寺
門
家
が
行
、
ぺ
出
訟
を
蹄
ま
と
一
¥
継
続
研
伶
に
羽
し
て
考
察
す
7
Q

一
i
T
技
術
が
進
反
し
た
中
、
一
又
4

誠
司
、
き
る
俳
絞

研
修
内
科
日
は
灼
域
忍
ご
と
に
あ
る
地
ん
公
凡
兆
円
同
研
修
ヒ
/
タ
ー
の
ド

l
ム
ベ
、
ン
で
検
京
じ
る
さ

川
川
、
ズ
は
卜
〉

l
ル
i
x
に
あ
ゐ

ミヂノ
J
I

‘
μ
一
レ
ネ
l
地
域
間
を
信
料
ず
る
山
川
倍
セ
〆
タ
の
ホ
ム
ベ

l
、
二
、
「
ヘ
と
T
ミ
百
三
~
ミ
ミ

と
い
ろ
づ
u
j
t
h

を
手

l
ワ
l

y
に
続
京
す
る
と
一
公
て
ハ
間
違
」
、

公
i
パ
入
札
、

3
t
J

、

日
「
ノ
ム
ポ
ー

法
律
へ
の
総
合
的
ア

J
U
l
チ一、

、
ー
と

J
F
l

ノケ:干一斗

ゾ
へ
の
管
制
叫
に
附
す
る
形
態
、

法
律
恥
下
防
、
許
試

f
…
一
刈
」
と
い
、
つ

ヒ
ッ
ト
寸
ゐ
c

そ
こ
て
法
律
へ
の
総
合
的
ア
プ
口

1
ザ
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校
宗
一
令
官
ρ

め
る
と
例
、
ズ
ば

1

え
ヘ
例
e

決
一
誌
の
防
相
み
や
す
る
事
、
編
集
す
る
っ
こ
い
う

ー二

U
同
に
波
る
刈
伶
を
J
もつ

判

け
る
ご
1
f

が
で
き
7
Q
-
F

」
の
阿
川
伐
の
お
象
主
は
川
町
村
の
条
例
、
品
会
の
決
誌
の
編
集
仁
河
わ
る
株
買
で
、

回
的
は
条
例
、
決
議
の

'g 

予J

制
作
ポ
の
際
、
問
J
す
べ
き
法
律
組
閣
を
叩
る
事
、

ム
「
J
A
C
A
?
の
法
律
的
幼
岡
本
ぃ
二
週
汁
仏
性
の
J
叫
れ
を
知
ゐ
事
一
と
弘
ボ
さ
れ
て
い
る

あ
る
い
は
法
休
日
珂

F
功
、
訴
訟
下
功
分
付
む
は
「
市
河
村
長
の
警
察
権
限
一
と
い
与
研
修
が
ド
i
u
c
U
R
5
れ
て
い
る
、
川
付
hw
本
は
市
叶
リ

付
役
門
勿
の
ん
掛
よ
?
日
、
行
政
初
任
昔
、
ー
と
し
て
い
る
n

そ
し
し
公
認
対
象
者
は
市
吋
村
役
u仰
の
秘
全
一
け
の
叫
修
コ
ー
ス
を
日
明
修
し
、
叫
体
/
を
乏
け

と
れ
る
ヘ
物
に
飢
ぎ
ご
わ
一
に
い

Q
O

円
前
は
弔
汁
J

U
判
長
の
警
察
権
保
行
伎
に
明
却
す
る
句
題
占
を
知
る
こ
と
で
あ
る
の
研
修
山
内
容
は
付
政

警
察
と
特
別
行
欧
州
午
一
白
紙
小
の
一
成
念
、
市
州
村
三
倍
以
の
範
匹
、
警
察
当
ロ
ィ
の
介
入
一
泊
五
百
台
形
態
、
公
共
は
体
、
市
町
村
長
、
公
務
員
の
警

戸
ケ
刀
野
に
お
打
ヴ
ヱ
」
〔
じ
ー
と
な
っ
て
い
ノ
ベ
」

科
修
内
容
が
専
門
的
F
Z支
持
病

J
J

パ
一
じ
あ
品
、
亡
一
が
わ
か
る

f

士i

ふわ一、

ヨ
!
円
ノ
パ
連
合
に
よ
る
絞
っ
が
山
一
炭
化
す
と
中
、

地
克
公
共
川
体
↑

い
い
じ

U
の
共
通
政
/
バ
取
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
円
、
り
で
な
く
、

も
に
さ
な
影
響
を
及
ぼ
「
こ
と
が
あ
る

v

を
こ
で

E
い
お
令
(
与
、
2
3
2

で
あ
与
と
か

E
U
の
政
泳
動
川
ふ
知
yo

と
も
ま
す
ま
す
量
一
ぜ
に
な
ハ
じ
い
る
一
、
の
為
、
研
修
で
は

R
L
院
速
の
科
目
も
時

ι
?
で
設
置
さ
れ
る

品
ド
メ
は
何
日
か
卜
内
?
ル

v
Z
に
あ
る
、
ニ
フ
ィ
・
ピ

ν
よ
い
地
域
闘
地
方
公
務
員
研
修
セ
ン
夕
、
を
日
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た

J

一円

じ
ン
タ
?
は
一
川
郊
外
に
白
出
し
、

古
川
;
市
川
…
設
ふ

J

出
国
剛
志
リ
ん
ら
礼
、
い
る
)
私
が
で
叫
れ
た
昨
は
仙
uhd
公
務
員
、

j

了
l
l
L
Z

き
〉
左
手

u
m
k
f
z声

?
3
0
i
苦

j
i
l
l
 

U
耳
不

位
吉
町
小
長
(
カ
ナ
ゴ
7
1
A

の
人
た
ち
対
象
の
静
絞
研
修
が
行
わ
れ
て
い
た
〉
研
修
内
存
は
近
刊
の
ゾ
ラ
、
J

ス
ド
お
け
る
完
全
‘
治
安

に
川
町
J
7
ふ
法
体
の
ま
市

tm読
と
あ
っ
介
。

制
修
仁
は
治
安
政
策
号
門
の
パ
〆

γ

へ
学
教
援

元
世
税
〉
川
の
ト
μ

ル
ー
ズ
市
助
役

t口
~ 

し
て
こ
こ
C
数
年
に
向
、

υ
し
ん
関
連
日
仏
去
の
ド
ノ
/
ト
を
騨
試
し
た
り
凶
口
紅
芯
円
台
じ
は
各

h
河
村
山
一
「
川
内
か
れ
て
い
る

状
況
が
阜
、
な
ゐ
の
ど
、
山
刈
犯
カ
メ
ラ
の
日
明
収
、
法
伊
ど
の
判
断
州
市
山
、
に
刈

L
C
の
H
r

見
1
y
i

い
う
た
実
均
約
な
賢
明
が
な
去
れ
、
全
判
的
動

れ
の
ほ
お
、
同
じ
指
滋
の
人
た
ら
と
の
叫
口
市
共
有
を
づ
る
ぬ
ー
に
し
て
剛
山
い
ぐ
い
と
工
事
つ
じ
見
え
ん

J

:)lii;、法学¥(i:i ¥'2 '132) 688 〆201:L7 I 
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期
判
雇
用
名
(
井
正
脱
税
民
)

の
州
出
抗
と
そ
の
山
口
景一

駆
け
足
だ
勺
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
公
務
員
制
度
を
川
附

υ

て
き
丈
。
独
斗
の
長
成
学
校
、
公
務
員
州
修
セ
ン
タ
な
ど
を
作
り
、
破

円
月
内
有
門
吐
い
、

J

恥
主
汁
l
b
M

ぺ
一
口
め
よ
へ
し
努
力
し
と
い
る
こ
と
が
見
受
け
ん
れ
る

し
か
し
、
計
述
し
た
公
法
民
は
い
ず
れ
も
伏
義
の
八
ム

5
1
1
 

E
L
 つ
王
ハ
リ
、
読
争

h

丸
恥
駄
に
合
併

L
、
h
p一日
L
ょ
に
人
た
も
の
ケ
ー
ス
て
あ
る
。
広
義
の
公
務
員
に
古
ま
れ
る
剖
大
約
に
よ
り
怜
外
泊
さ
れ

つうンス公的川口lおける峨d採用と沈律分肝でねての義成

た
臨
時
域
尽
な
と
は
ん
l

く
別
の
状
況
に
あ
る
ο

い
4
4

ゆ
る
広
誌
の
公
沿
い
貝
ほ
現
行
、
約
一
つ
万
人
い
る
と
一
日
わ
れ
て
い
る
、
法
fk専
門
L

ゑ
が
こ
の
形
紫
で
烹
川
さ
れ
て
い
ん
)

そ
れ
は
公
人
職
業
安
定
所

(vcp》
内
と
や
ひ
た
U

号
、

民
間
職
業
給
介
会
村
の
求
人
ふ
口
叫
れ
は
わ
い
。
る
c

公
約
出
門
;
内
問
ね
六
か

多
々
あ
る
…

月

二
か
月
と
い
λ
ー
裂
ル
川
市
川
院
で
、

民
律
的
手
い
長
、

知
識
を
北
ね
倍
、
え
た
人
物
の
求
人
を
か
け
て
い
る
か
ら
だ

彼
h

り
は
臼
問
中
試
駁

へ
ど
ご
な
ど
N
h
~

「ト
v
h
h
司
詮
U
i
3
3
J
、コ旬刊
N

ミ
ミ
一
)

で
ほ
川
さ
れ
、
採
用
出
~
刊
の

b
h
計
す
に
、
書
類
蒋
夜
、
一
日
一
校
を
怨
て
、
期
間
早
川
h叫
ん
ぬ
(
円
三
)

初
任
研
修
ば
什
有
}

d

な
い

J

〆 l

月
八

R
付
プ
ラ
ン
マ
〈
週
刊
誌
「
ヌ
ベ
ル
‘
ォ
ブ
ザ
?
パ
ト
リ
」
一
号
、
ミ
ヨ
ミ
主
主

w
E
2
2
は
「
公

J

山
部
門
は

別
背
一
一
以
町
採
閉
め
ヰ
ベ
、
J

ど
オ
ン

y

いへ一ハ比山川
l
v

で、

公
的
出
河
J
J
M

明
日
早
原
告
ヰ
一
大
量
に
抱
え
と
い
ふ
こ
と
を
記
寸
に

記

F
に
は

coo-午
に
約
六
九
万

v

ー
人
い
え
期
間
一
屋
川
者
向
J

二
つ
一
つ
円
ド
は
八

ι心
八
、
千
人
に
培
、
り
ん

↓
し
ト
ハ
め
る

出
川
合
が
こ
っ
一
ひ

q
の一

四
・
八
%
か
り
一

ぃ
・
%
」
い
柄
引
い
山
し
た
と
指
指

L
7
い

ω

に

hv布
中
日
J

バ
ム
j

戸、

L
A
d
/
¥、

ノ

4
3
1
「
i
f
l
一

/

の
リ
社
員
が
減
り
、
期
間

氏
側
諸
門
で
も
抑
約
別
間
信
阿
川
浪

Z
，
ウ
同
会
主
H
E
N
Q

む
た
之
、

U

推
市
枠
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

7
一
フ
ノ
ス
で
も
廿

J

題
化
し
て
い
る

G

そ
れ
は
、

や
は
り
剣
山
忌
柑
f
λ
は
安
定
し
か
一
宇
泊
が
て
ヨ
け
な
い

、司、〆
治

R

引
と

L
C
長
く
や
り
ア
カ
に
小
が
る
の
が
ア
ラ
〆
ス
郵
便
p

トヘ
M
Hず
れ
号
)

?
あ
る

c
f
ノi
!
ハ
円
、
労
働
調
停
民
会
は
寸
ノ
一
ァ
ン
ス ;司
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判

内
仙
川
淀
の
郵
相
J
B

口
川
二
、
鈴
ノ
、
囚
立
浪
の

K
牲
に
同
心
七
r

サ
一
口

や
ふ
払
う
よ
、
ぺ
に
命
じ
る
判
決
を
卜
し
た
c

彼
女
は

パ)一刀…口一

一
九
ヘ
町
年
か
ら
一
北
九
ハ
年
ま
で
一
一
ハ
¥
河
川
、
別
問
叶
一
一
足
印
さ
れ
、
そ
の
司
に
料
掛
川
ん
も
ほ
町
契
約
百
ん
析
さ
立
ら
れ
、
ム
内
向
、

ソ一フ

L
ス

'g 

予J

都
日
没
と
交
わ
】
し
た
県
南
契
約
の
河
川
以
は

h
O
H
に
逮

ν

、
二
ひ
っ
h
刊
に
な
り
に
う
や
く
d
I
P
F
喰
員
と
し
て
搾
印
さ
れ
た
υ

し
か

し
、
江
口
何
と
い
う
契
約
吏
訴
が
買
常
て
、
本
当
は
宇
く
正
人
に
芥
川
巾
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
し
て
、

正
混
戦
九
と

L
L
流
出
さ
れ
い

た
で
あ
ろ
う
均
台
の
貨
令
、
信
一
利
い
川
パ
工
作
寸
を
ふ
く
め
し
の
品
i

ー
一
額
を
求
め
て
い

7
7
J
ス
郵
穏
に
お
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